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平
塚
仏
教
会
。
蓄
量
蓄
襲
。
平

木
松
島
塚
市
金
恵
国
体
。
平
塚
文
佑
霊
よ

丸
赤
謹
問
、
穏
健
期
宮

陵
桝
一
一
月
十
一
夜
す
り
十
一
一
一
宮
ま
で
一
一
一
回
路

町
戸
二
月
十
一
日
(
土
}

U
一
九
一
午
能
九
時

i
i
h
T後五
円
時

一
イ
ユ
一
一
時
十
ニ
日
(
日
〉

援
長
午
前
九
時

i
i

午
後
大
持

謹
一
一
月
十
一
一
一
日

3

援
必
午
前
九
待

i
i

午
後
大
持

者
耳
、
開
催
場
所

曝
平
塚
市
立
露
謀
議

被時間
設

@
 

ζ

れ
が
人
認
な
の
で
す

乍
・
人
間
仰
の
援
な
の
で
す

〉

4
i

原
爆
を
受
け
た
ヒ
口
、

Y
7
の
悲
劇
は
、
次
め

幹
部
署

ω
お
そ
ろ
し
さ
け
子
学
意
。

選
月
半
宮
田
擦
や
活
学
に
あ
き
る
ほ
ど
繰
り
ゐ
ゆ
え
さ
れ

藤
十
マ
い
る
君
、
実
際
寄
り
な
い
人
々
長

身
L
泌
弘
で
い
な
い
の
で
は
は
い
か
。
こ
の
訟
は
、
罰
的
一
一
輔
の
恐

怖
が
い
ま
も
な
お
、
広
島
的
人
々
ぷ
与
え
つ

u
Fけ
で
い
る
悲
し
い
運

命
を
全
世
界
じ
向
つ
で
訴
え
よ
う
手
し
で
い
る
。

1
1
1

申
賂
l
i

す
ベ
ア
的
人
々
に
、
戦
争
へ
の
嫌
惑
を
よ
び
お
こ
す
刀
は
強
大
で
あ

る
。
日
本
人
は
勿
論
、
金
世
界
の
人
々
に
建

z
r
A
T
岳
り
い
た
い
刀

作
で
品
る
。
文
部
省

昭
和
一
一
十
七
草
七
月
十
八
円
同

O
原
爆
美
術
展
的
人
語
盈
理
数
は
平
塚
市
役
所
庶
務
懇
い
ず
明
り
ま
す

一
、
原
爆
由
体
験
と

原
爆
の
図
の
で
き
る
ま
で

諮
す
人
制
齢
制
措
雨
一
畿
日
慎

二
、
欧
溜
熊
践
の
鐙

と
き
二
月
十
一
日
午
後
六
時
宇

と
こ
る
平
塚
市
見
附
合
公
会
箆

平
塚
市

主
催

潔
水
爆
禁
止
選
動
平
塚
市
笑
行
委
員
会

i
 
i
 
i
 



{怨〉

を

今
み

時
講
習Lは
必
ず
ば
種
す
る
乙
と
じ
な
つ
一
円
時
期
毎
に
い
ろ
い
ろ
の
務
気
世
襲
汀
一
米
滑
り
務

マ
お
り
ま
す
す
り
、
是
非
乙
れ
を
励
行
一
し
で
お
り
ま
す
か
ら
、
皆
様
払
儀
擦
に
一
募
集
入
賞

1
1

五
十
各

し
ア
ヰ
長
さ
え
%
を
守
つ
ア
下
さ
い
。
な
一
充
八
甘
都
注
意
さ
れ
ア
、
問
聞
な
仲
出
拝
間
諜
一
修
業
年
限

i
i

一
一
筒
年

お
子
供
さ
ん
に
多
い
冬
一
勺
選
考
九
百
日
一
擦
が
で
き
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
一
憩
厳
!
と
良
一
十
四
、
一
一
十
五
日
今
年
は
参
議
議
懇
器
開
滋
常
議
事
智
む
か
え
る
乙

G
L
な
り
ま
子
。
滋
単
一
界
瀞

暁
が
あ
り
ま
す
。
品
翼
議
ち
し
一
し
ま
す
。
一
審
葬

i
i

一
一
月
十
五
日
ま
で
量
化
の
た
め
選
肇
草
〈
さ
け
ば
仇
マ
お
り
ま
す
が
、
憲
章
長
ま
だ

鋤
〈

b
-

さ
は
尊
民
様
も
襲
一
努
乙

E

忠
一
l
i
l
i
-
-

一
筋
へ
は

ι
選
い
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
事
挙
豪
語

習
中
に
毒
筆
し
を
議
官
@
D
e
f
-
窓
会
撒
竺
速
し
マ
襲
に
も
り
よ
る
重
モ
デ
ル
一

i

、
子
供
さ
ん
に
か
ぜ
を
引
か
一
採
審
議
選
一
入
嘩
案
内

5
2
S

言
い
草
の
史
む
き
な
情
熱
量
汀
力
量
っ
と
と
内
部
極
的

γ六
五
り
ま

一
翼r

予
防
護
に
つ
い
詰
主
義
襲
議
正
芝
マ
お
り
ま
す
一
撃
を
割
高
し
、
快
適
法
襲
警
一
せ
な
い
よ
う
に
桟
議
し
ア
下
さ
い
。
乙
一
生
徒
募
集
す
り
上
、
襲
市
金
沢
区
高
町
一
一
一
一
す
。
詰
厳
正
選
挙
事
事
き

ζと
な
っ
た
重
の
選
挙
に
対
す
る
良
一

一
し
、
5

、
今
年
刊
露
呈
滞
在
本
市
白
書
大
裂
の
章
一
護

A
5

富
司
確
立
に
一
れ
も
予
防
護
三
つ
ア
防
げ
ま
す
。
一
資
格

I

議
事
事
詰
雨
雲
一
一
一
、
裏
切
除
立
署
殺
事
務
へ
お
申
党
嘉
吉
雪
量
刀

ι
な
や
か
は
、Z

蓄
基
し
ま
せ
ん
。
本
一

ー
一
策
什
翻
参
考
￡
し
ま
す
。
一
と
な
り
ま
し

5
1

特
展
望

J努
空
襲
、
重
モ
デ
ル
豊
島
一
筆
名
予
防
護
を
実
施
し

T
お
り
一
上
叫
学
刀
あ
る
者
で
、
奪
三
十
才
一
込
み
下
さ
い
。
一
年
中
F
L舗
と
選
挙
織
を
容
す
き
さ
は
岳
草
の
選
議
員
す
奇
襲
を
一

月
一
信
号
町
長
刊
誌
堅
持
品
川
智
一
翌
日
時
計
一
件
荘
内
唯
ぐ
該
当
者

i
l
i
l
i
-
-
一
特
殊
喜
一
持
品
一
日
時
時
一
広
ぐ
問
、
昨
日
軒
空
間
目
的
諸
説
一

年
一
望
さ
れ
マ
お
り
ま
す
よ
う
に
非
常
に
一
不
現
場
事
飲
食
物
ぎ
を
つ
い
で
い
こ
会
あ
り
ま
す
。
工
場
字
選
毒
筆
ブ
ス
一
二
男
ず
ら
完
金
饗
擁
一
商
ロ
喜
一
す
。
婦
人
会
、
意
義
謀
議
者
十
一
ド
を
募
集

γ
務
つ
マ
応
奪
三
。
一

士
一
多
〈
発
生
し
、
か
っ
要
性
乃
伝
染
病
一
マ
衛
生
事
室
し
マ
震
に
努
刀
し
一
宰
に
し
マ
華
同
流
行
堅
実
発
一
が
あ
り
、
数
年
前
ま
で
は
雪
響
し
一
一
一
一

i
る
i
i
。
i
i

一

3

一
号
マ
4
2
3
i

一
言
、
幸
暴
露
喜
望
す
な
ぐ
襲
撃
に
終
つ
た

ζ
長
一
ま
し
た
が
、
昨
今
は
事
ブ
ス
の
喜
一
髭
動
車
損
害
賠
償
保
鰭
法
一
特
!
日
刊
円
一
科
技

U韓
日
宮L
了
、
主
催
富
貴
重
挙
一
連
盤
、
郡
長
選
一
重
喜
一

芝
生
し
マ
い
る
伝
染
病
と
な
っ
マ
い
ま
す
一
通
じ

7
事
故h

な
ぐ
終
了
主
し
た
。
一
警
御
襲
あ
る
勢
丹
お
縫

ι

一
塁
徹
底
し
で
数
甘
さ
れ
「
結
果
で
一
一
一
月
か
ら
自
動
軍
慰
霊
喜
章
一
警
告
書
一

o
毒
事
を
お
持
ち
の
方
は
一
一
人
四

Q殺
と
あ
り
3

、
乙
れ
は
一
漆
合
会
、
自
治
庁

J

額
一
告
す
芝
重
し
マ
お
句
、
重
一
定
著
書
御
協
力
が
あ
っ
一
覇
し
マ
お
り
ま
す
。
一
号
季
世
、
各
地
と
も
蓄
に
少
な
一
責
任
喜
朗
警
持
た
な
い
と
苦
一

o
一
一
月
十
一
日
か
ら
奨
施
さ
れ
る
も
勺
一
援
審
議
会
社
又
は
そ
の
露
店
に
一
章
一
尺
警
に
つ
い
ア
ゆ
原
則
で
、
一
一
一
、
重
「
著
者
と
し
マ
の
霊
長
す
る
喜
一

互
い
重
量
産
で
霊
せ
ん
一
た
れ
ば

ζ

そ
で
す
。
一
遣
に
多
い
侍
盟
、
特
効
薬

h

富
一
ぐ
き
き
ま
し
た
。
毎
年
乙
的
予
防
す
な

2

寸
。
一
小
型
事
自
動
車
一
品
保
険
ω塁
手
続
芝
つ
ア
一
土
地
主
あ
号
、

f毛
主
主
一
一
一
、
枚
数
言
語
用
紙
十
ハ
放
言
語
学
喜
朗
五

一
し
か
し
な
き
い
つ
マ
も
重
喜
一
重
予
防
護
の
一
っ
と
レ
マ
喜
一
急
自
た
ち
ま
せ
ん
司
で
霊
を
見
一
毒
事
施
し
ナ
お
り
ま
す
か
ら
五
一

o
一
一
月
一
日
F
J

諾
さ
れ
也
も
の
一
け
ん
引
小
型
事
自
動
車
一
下
さ
い
。
一
ま
す
。
ど
う
ぞ
勺
告
書

3
7

以
内
一
一
一

一
ぃ
六
月
、
七
月
、
八
月
雪
量
月
九
一
読
の
勤
竺
常
に
は
き
り
を
行
う
一
を
と
が
を
品
り
ま
ず
か
ら
、
幼
児
一
義
署
長
協
力
さ
れ
重
意
磁
石
合
自
動
車
一
被
け
ん
引
小
毒
物
自
動
車
一

0自
動
率
的
警
に
よ
り
警
(
人
身
い
。
(
平
筆
談
会
二
四
量
義
昭
和
十
一
革
一
月
一
思
議
年
十
一
一
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
一

一
月
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
申
し
上
げ
マ
一

ζ

毒
互
時
よ
り
撃
を
持
た
せ
一
を
も
た
れ
毎
童
話
に
譲
事
一
行
し
ア
下
さ
い
。
一
寮
思
議
率
一

o
一
一
月
二
十
一
日
か
ら
実
施
セ
れ
る
も
一
)
を
受
け
た
万
一

l
i
t
i
-
-

一
長
ま
れ
た
者
一

一
お
き
ょ
う
只
己
の
予
防

P

一
習
慣
ず
け
る
た
め
ヘ
小
学
警
に
す
い
。
一
そ
長
染
病
は
一
箇
年
春
ア
そ
一
重
貨
物
量
一
の
一
環
害
保
険
言
語
審
結
後
援
の
一

i
鱒
虫
は

i
i
i

一
五
、
盟
国
昭
和
一
一
一
十
一
年
一
一

2
2
2
5

喜
一

一
は
、
先
高
室
長
空
気
を
つ
一
よ
る
議
事
変
ち
を
実
施
よ
隊
在
日
本
襲
暴
行
差
し
た
。
一
寸

i

射
訓
引
叫
引
引
対
副
社
i
i
J

一
室
一
一
輪
自
動
車
一
霊
童
が
で
き
ま
す
。
一
一

J

一
一
、
き
も
の
は
霊
T
S

一

一
け
る
え
号
室
2
i
し
た
ι
乙
ろ
1

学
校
当
局
の
響
力
に
一

ζ
れ
言
語
じ
ど
幼
児
暴
い
勺
一
…
韓
協
議
事
車
購
豊
富
一
一
軽
自
動
車
〈
総
喜
一
一
一
五

c
c一
ひ
き
遺
言
れ
十
警
は
警
護
一

i

ち
ー
の
t

も
一
六
宮
東
京
都
キ
昔
区
議
員
一
位
一
皇
室
蓄
ー
一

一
え
哲
退
治
す
る

ζ
ι

等
で
品
り
ま
す
。
一
ょ
っ
マ
予
費
よ
勺
震
を
お
さ
酌
、
一
で
す
。
苑
暴
露
〈
、
治
療
後
主
一
一
み
な
様
の
斉
一
そ
お
寄
せ
?
己
い
。
平
塚
を
一
一
蓄
え
る
も
り
〉
一
会
社
に
申
し
出
ナ
下
さ
い
。
一
路
控
室
約
二
十
五
密
ぐ
ら
い
り
自
一
七
、
審
査
審
章
、
露
関
係
者
、
公
襲
撃
漆
審
任
理
事
、
郡
一

一
ほ
か
の
を
義
務
言
葉
穣
一
予
防
上
大
い
場
立
言
し
た
。
い
一
結
果
暮
ら
れ
ま
せ
店
、
一
龍
一
一

μ
パ
1
1一
リ1
1

片
一
J
9
9
2
三
一
回
一
一
賞
選
挙
管
理
委
員
会
審
会
会
長
著
書
量

一
ま
つ
る
げ
ま
す
が
、
議
長
:
昨
年
は
霊
省
に
お
い
み

ιほ
え
一
員
じ
ぐ
著
注
意
し
マ
下
さ
い
。
乙
一
一
明
一
バ
津
市
吐
い
土
弛
は
?
ふ
た
め
に

J
一
一
一
民
で
、
主

ζ

し
ナ
小
麗
に
笥
宇
る
一
翼
を
も
守
護
す
品
選
考
委
員
会
に
お
い
喜
三
一

一
防
護
玄
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ぉ
之
叩
い
な
い
差
是
践
華
街
蓄
え
れ
に
は
予
紡
蓄
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
一
で
か
な
校
同
情
の
突
施
が
直

ι
に
ま
た
そ
の
一
一
な
で
L
ζ

の
町
ι

一
治
、
時
乙
し
マ
事
食
事
の
ほ
っ
二
八
、
入
選
看
護
昭
和
一
一
一
十
一
年
間
可
二
十
五
日
立
襲
警
空
襲

J
人
一
人
前
普
段
か
主
義
意
し
は
一
号
、
住
民
量
的
か
つ
持
続
的
な
一
尊
書
に
主
義
施
す
る
富
で
一
一
ま
ま
実
現
し
?
な
い
ま
で
色
も
い
く
ぶ
ん

1

…
一
一
口
か
ら
は
草
さ
れ
を
と
も
晶
り
ま
一

Z
ι

と
も
ヘ
ス
警
治
療
そ
の
奪
還
す
今
一

8
5

ミ
一
重
と
し
マ
撃
を
と
号
、
一
す
か
ら
最
重
平
下
さ
い
。
一
一
三
れ
に
!
?
襲
を
い
て
れ
と
…
一
義
『
大
和
な
で
し
む
』
の
種
子
一
日
刊
誌
が
日
日
立
有
償
金
一
一
世
一
一
関
誌
一
ぎ
一
線

v
i

蓄
に
お
雲
し
マ
実
務
警
に
よ
一
書
記
い
マ
義
人
会
等
露
呈
撃
か
ら
冬
撃
に
お
い
マ
響
す
る
伝
一
一
い
と
思
い
ま
す
。
一
一
を
無
料
一
年
寄
一
一
;
一

民
間
揺
れ
許
一
日
目
前
日
告
が
時
一
言
一
行
料
鵠
郡
山
一
一

L
L日
せ
諮
問
時
叩
話
番
…
一
様
諮
問
し
日
立
許
可
奪
取
叶

O粒
〈
重
量
一
部
昨
日
山
間
十
、
そ
の
他
一
議
盟
関
税
関
山
中
一

号
、
各
毒
装
輔
君
一5
f
d

乙
れ
に
関
一
ょ
っ
マ
、
主
校
入
学
部

ι小
学
校
卒
子
出
陣
能
指
齢
期
間
取
じ
じ
一
)
一
0
5
意
2
6
0粒
子
に
暮
し
マ
ロ
や
号
員
一
@
感
受
封
入
の
露
記
事
」
「
感

Z
L

i
i
W
E
E
-
5
2
Z
E
E
-
E
S
S
E

一
言
5
-
主

g
z
f
E

室
長

Z
E
S
喜
三
三
一
事-
E
M
Z
W
I
E
-
-
5
1…
-
吉
E
5
5
-
S

一
部
書
み
)
号
、
都
給
量
童

τ
入
り
、
感
染
す
る
乙
と
が
相
当
あ
る
一
記
載
す
き
と
。
③
霊
尊
重
し
は
い
。
@
一

一ζ
な
っ
た
。
そ
し
マ
喜
め
商
入
日
三
っ
た
。
一
語
し
)
、
議
議
会
一
が
う
ち
撒
つ
一
も
一
耳
つ
九
)
江
戸
時
代
の
選
申
認
を
一

ο

一
乙ιがわ
か
り
ま
し
た
o
従
つ
マ
章
一

i
j
i
t
-
-
司
法
叩
河
川
内
山
同
清
一
日
間
以
一
浩
一
ば
埠
川
均
一

一
そ
れ
2
5

警
れ
た
。
署
員
暴
走
需
言
葉
ほ
ど
で
こ
を
に
送
迎
す
る
の
を
傍
と
し
た
。
一
定
し
た
人
々
は
そ
乙
心
理
入
者
一
宮

ι
E
P
E

す
が
、
一
室
長
-
つ
乙
告
も
ち
希
望
…
史
創
刊
語
、
韓
民
、
、
;
、
、

S
E
i
-
-
i
1
1
5
3
s
E

一λロ
の
も
の
を
江
一
戸
口
見
附
ι

い
会
一
塁
壁
費
、
上
に
基
盤
つ
マ
芝
一
喜
一
の
外
に
は
五
寸
角
警
一
丈
君
一
震
警
官
説
示
し
た
も
の
の
め
る

ζ

乏
そ
の
か
わ
り
、
来
年
間
濯
し
て
票
一
起
震
を
滑
空
す
る
こ
岳
、
野
一
望
豊
一
一

O
名
一
一
i

運
動
位
問
問
溝

口
の
も
の
を
長
口
ま
た
は
京
高
一
宮
室
長

J
U叩
も
の
で
一
日
訪
問
持
計
諮
問
一
間
抗
告
訴
諒
一
時
計
[
諮
問

L
Mパ
九
回
一
九
日

H
U日
開
制
一
以
上
の
ほ
か
に
護
主
義
章
一
昨
昨
年
十
一
一
月
実
施
主
し
た

将
震
は
も
ち
ろ
一
の
容
は
た
び
た
び
代
つ
ア
い
る
が
、
京
事
権
階
級
の
た
め
に
取
扱
っ
た
人
一
き
ま
す
。
品
費
、
京
暴
露
一
け
て
品
り
ま
す
。
一
も
、
四
月
入
所
生
を
募
集
し

1

い
ま
す
一
持
票
一
喜
容
量
は
、
皆

九
、
重
諸
大
一
要
頃
(
一
六
六
一

t
s
a
-
-

一
六
七
一
一
二
男
公
式
料
金
で
あ
つ
で
一
般
置
は
一
数
的
土
地
主
年
望
号
、
更
に
撞
一
一
議
は
当
所
へ
お
宿
命
せ
下
さ
い
。
一
品
さ
ん
の
襲
雪
響
力
に

一
一
一

l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l

一
内
戦
公
共
職
業
一
;
;
ぐ
さ
ん
の
金
品

名
等
の
通z
q
L一
の
例
を
以
ア
す
れ
ば
「
自
是
揮
弁
次
石
一
そ
れ
を
義
理
と
し
ア
路
傍
額
を
支
払
つ
一
-
一
一
」

品
た
つ
マ
は
、
一
舞
鶴
護
所
。
東
海
道
平
塚
宿
」

ζ
一7
い
た
引
で
あ
る
。
し
か
し
助
誕
生
時
中
学
卒
状
況
一
害
警
が
思
表
、
撃
に
己
い

2

一
習
場
所
醐
開
設
一
ト
が
集
ま
り
、
去
る
十
一
一
月
一
一

括
l
q一
日
日
目
前
日
告
は
一
科
目
立
誌
立
一
三
宮
内
問
詰
込
主
義
築
一
味
諮
問
昨
日
刊
誌
は
一
射
能
諮
問
諸

説
田
町
一
日
明
日
山
訪
日
配
註
訪
韓
揺
れ
郡
山
一
九
社
詩
人
問
訪
問
一
誌
詰
日
取
れ
制
げ
同
時
一
日
明
野
心
配
財
閥
一
と
と
も
に
江
錨
符
沼

様
。
当
事
会
長
警
警
告
で
あ
コ
一
お
っ
マ
め
っ
た

o

遊
申
安
全
慈
富
一
ば
F

し
よ
う
。
一
マ
い
ま
す

o

一
市
に
十
一
月
一
日
立
設
さ
れ
ま
し
一
審
口
し
手
。

障
害
。
一
た
。
一
言
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
む
一
職
欄
当
所
管
内
の
就
著
書
一

J控
農
業
オ
持
一
た

o

害
、
委
員
会
主

E
ι

蓄
さ
一
品
傍
一
誌
の
あ
た
り
を
霊
っ
さ
一

ζ
E
L

掲
げ
た
写
真
一
一
築
上
閥
単
一
は
、
喜
一
二
三
一
一
一
名
(
霊
八
沼
一
建
築
秘
二
五
各
一

L

一
義
務
物
品
六
、
八
四
八
点

缶
詰
出
一
日
日
間
的
損
害
一
昨
日
一
千
干
し
行
〉
一
弾
説
明

鰭
入
場
告
し
豆
、
土
地
の
名
物
、
蓄
は
ど
務
っ
一
で
あ
る
。
碑
の
文
吉
田
中
高
民
の
一
ぎ
ま
せ
ん
。
当
預
言
、

g
%
の
就
職
一
経
理
翠
義
一
一
一
言
一
人
は
安
定
所
今

b

一
五O二
人

i
g

一
色
。
霊
の
怒
汀
は
ず

ζ
ζ

で
一
筆
に
成
っ
た
お
。
下
車
狂
言
一
を
陸
揚
し
ア
大
事
を
し
て
い
ま
す
が
一
言
一
一
一
言
一
塁
殉
じ
ぐ
ら
ず
、
筆
宣
言
は
食
料
品
(
醤
喜
一
一
一
本
)

は
、
持
量
一
人
馬
の
警
替
え
葬
っ
た
。
だ
か
ら
一
心
お
け
る
平
喜
重
め
響
、
清
一
語
、
議
議
の
た
の

L
お
願
い
比
重
斜
一
一
一
O
名
官
、
労
務
室
そ
の
他
の
点
て
す
っ

Jけ
ん
(
六
九
一
管
長
襲
卦
し

役
人
や
童
(
一
ζ

れ
世
議
室
(
た
二
ぷ
市
い
と
一
翼
民
の
作
で
き
。
一
た
い
乙
在
、
暴
露
の
自
覚
、
家
一
藤
沢
構
内
人
公
共
殿
様
篠
懸
一
期
一
き
り
と
レ
ま
す
。
「
し
た

O

〈
厚
生
採
)

一
中
塚
箔
見
附
の
蹟

密
接
六
年
〈
一
六Oご
徳
川
幕
府
の
一
め
ら
れ
、
平
塚
も
若

手
に
よ
っ
マ
東
海
道
の
宿
駅
の
創
世
定
一
た
五
十
三
次
町
一
一
駅
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。〉

貯
蓄
て

の
め
告

国
民
貯
蓄
は
五
兆
円
に
達
成
し
ま
じ
た
。

五
兆
円
は
千
円
杭
で
富
士
山
の
一
一
言
一
、

一
倍
。
地
球
の
一
一O
、
五
回
り
で
す
@

附事車

江戸持代におけあ平塚宿棒鼻

気の在王尾


